
 　

本
日
、
第
52
回
う
る
ま
市
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
市

政
運
営
に
対
す
る
私
の
所
信
と
主

要
事
業
の
概
要
を
申
し
上
げ
、
議

員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

　

私
は
昨
年
５
月
に
市
長
就
任
以

来
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
市
民

生
活
の
安
定
を
最
優
先
に
、
「
う

る
ま
市
は
ひ
と
つ
・
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
３
つ

の
目
標
を
掲
げ
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　

１
つ
目
の
「
経
済
の
活
性
化
と

失
業
率
の
改
善
」
に
つ
い
て
は
、

国
と
連
動
し
て
経
済
対
策
に
取
り

組
み
、
う
る
ま
市
商
工
会
と
連
携

し「
う
る
み
ん
商
品
券
」を
発
行
し
、

地
域
の
消
費
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
緊
急
雇
用
対
策
に
取
り
組
み

ま
し
た
。 

　

２
つ
目
の
「
教
育
・
子
育
て
支

援
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

救
急
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た

ほ
か
、
公
立
保
育
園
環
境
整
備
事

業
及
び
認
可
外
保
育
施
設
環
境
整

備
事
業
を
実
施
し
、
子
育
て
応
援

特
別
手
当
給
付
金
の
支
給
や
子
育

て
支
援
の
拡
充
を
進
め
ま
し
た
。 

　

３
つ
目
の
「
地
元
企
業
育
成
と

誘
致
、
そ
し
て
地
産
地
消
」
に
つ

い
て
は
、
地
元
企
業
の
優
先
活
用

を
図
る
た
め
、
公
共
工
事
の
最
低

制
限
価
格
を
引
き
上
げ
、
経
営
効

率
の
改
善
を
推
進
し
ま
し
た
。
企

業
誘
致
に
つ
い
て
も
、
中
城
湾
港

新
港
地
区
の
東
埠
頭
整
備
を
関
係

省
庁
や
国
会
議
員
へ
要
請
す
る
と

と
も
に
、
国
・
県
開
催
の
企
業
誘

致
セ
ミ
ナ
ー
等
を
活
用
し
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
定
額
給
付
金
を
速
や
か

に
支
給
し
、
市
民
の
生
活
支
援
に

努
め
ま
し
た
。 

　

国
内
及
び
県
内
の
経
済
情
勢

は
、
国
の
積
極
的
な
景
気
対
策
等
に

よ
り
、
緩
や
か
な
が
ら
回
復
の
方
向

に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
失
業

率
は
高
く
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
経
済
情

勢
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
国
や
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「
経
済
の
活
性
化
と
失
業
率
の
改
善
」 

「
教
育
・
子
育
て
支
援
の
拡
大
」 

「
地
元
企
業
育
成
と
誘
致
、そ
し
て
地
産
地
消
」

　２月24日、市議会定例会が開会
し、島袋俊夫市長が平成22年度の
市政に対する基本方針と主要施策
の概要を発表しました。

平成22年度
施 政 方 針

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

１


